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教師教育研究 第12巻

自らの学びのいきさつを語る子どもたち

小学校での総合活動での実践より

中島 健

1.は じめ に

校内研究会や公開研究会の折に,幾 つかの授業 を参観

させて頂き,子 どもたちの,そ して先生方の姿から学ばせ

て頂いている。また,当 連合教職大学院には,現 職の先生

方が,院 生 として所属 されてお り,大学院でのカンファレ

ンスの際に,直 接お話 を伺 うことも出来る。

その中で自分が強く心を動かされたのは,子 どもたち

の語る占葉や,記 された文章等のなかに,子 どもたち自ら

の学びのいきさつが,数 多 く表現 されているよ うに感 じ

られたことである。

1自 らの学びのいきさつを語るとは

子 どもたちは,ど の学年のどのクラスの子 どもたちも,

実に雄弁に語 り,長 い文章を綴 っている。学校現場で,

口々の授業づ くりに悪戦苦闘してきた自分は,ま ずその

姿に圧倒 された。そして,参 観の機会を重ねていくうちに,

子 どもたちは,普 段か ら白らの学びのいきさつを表現 し

ている場合が多いのではないか,と 考えた。

子どもたちの発言や記述は,ほ とんどの場合,何 か一つ

の答えに当たるようなものでは終わらない。それは勿論,

単にその学習の単元全体が数時間にわたる長いものだか

ら当然だ,と いった単純な話ではない。

一例を示す と,

・白分は何に,どんなことに興味関心を持っているのか。

・それをここまで自分はどのように探究 し,解 決 しよう

としてきたのか。

・そして,自 分は今このような考えを持っている。こんな

現段階での結論を得ている。

・こんなことが疑問なので,更 にこんな取 り組みを進 め

ていきたい。こんなことをやってみたい。

といった具合である。

これらは,当 然,そ の子自身の文脈にそって表現 される

ので,周 りの子 どもたちには,不 思議なことや,聞 いてみ

たいこと,あ るいは納得できないことが出てくる。す ると

幾つもの質問や意見が川され,当 事者の子どもはまたそ

れに応えて,自 らの学びのいきさつを更に表現 し続 けて

いく。

そ して,勿 論,そ んな子どもたちの姿を支える教師の姿

がそこにはある。教師 もまた,授 業の中で,子 どもたちの

学びのいきさつにそって問いかけ,授 業を展開 しようと

していく。

また,直 接は子 どもが居ない場である研究会の際にも,

話題の土台となっているのは,子 どもたちが どのように

学びを進めてきているのか,今,教 師はその子 どもの姿を

どのように捉えているのか。そ してその了は,こ れからど

こに向かお うとしているのか,そ のいきさつの具体であ

るように思 う。

2白 らの学びのいきさつを語 ることと評価

学校現場において,自 らが 口々悩みながら,な かなか思

うように教育実践をできなかったことに,子 どもたちの

学びの過程 を評価す る,と いうことがあるように強く感

じている。

これは私 自身が,そ の拙い実践の中で考えたことであ

るが,や は り大きな枠組みでの 「学力」というものには,

目に見えると思われる部分 もあるし,見 えない(正 確には

見えにくい)と 思われる部分もある。情意的な部分 もある

し,論 理的な部分もあるのではないか。しかし,そ のこと
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を出来る限 りきちんと評価 したい,と 願った。

では,き ちんと学びの過程を評価するとい うのは,そ の

イメージとしてどうい うことだろうか。その つ に,次 の

ような考え方は出来ないだろうか。子 ども自身が 「自分の

物語を語れること」そして,教 師が 「一人一人の子どもの

物語を語れること」「その子どものエ ピソー ドを幾つも語

れること」だと思 う。この子どもはこの時こうだったけど,

こうい うことがあって,こ うい うふ うに考えて,で もこう

い う人 と出会って,こ うい うふ うになって といった叙述

的な物語 として語っていけること。これがそのままある

意味での評価 となるのではないか。

過去に,先 輩教師から,「教育実践の結果は,子 どもた

ちの姿が語ってくれ る」と言われたことがあった。その時,

一人の子 どものいきさつを,一 人の子 どもの学びの過程

を,読 み解ける教師の力量をつけたいと考えた。結局のと

ころそ こなのだと思われる。児童の評価について自ら追

究するとい うことは,裏 返 しは教師 自身の評価力 をつけ

ることになるのではないか。評価についての追究をする

ことによって,白 ず と教師の評価力はついて くると思わ

れる。

では,日 々の教育実践のなかで,子 どもたちの具体の姿

や,子 どもたちが語った り書いた りしたいきさっ を手か

が りとして,教 師はどのよ うにその子どもたちの学びを

捉 え,評 価 しよ うとしているのか,あ る子どもたちの姿か

ら考えてみたい。

H.「春組小麦でつくろう 私たちの春組パン」の実践

1は じめに

1年 生の時から,春 組では小麦粉を主な材料としたク

ッキーづ くり,そ してパンづくりに取 り組んでいる。3

年生になった子 どもたちと同様に,ク ッキーやパンそ し

て小麦粉 との関わりも3年 目の最後の年を迎えた。子ど

もたちは,小 麦を栽培 し,そ の粉でパンをつくって食べ

たいとい う願いをもっている。今年度,子 どもたちはパ

ン,そ してその主原料である小麦 と関わ りながら,ど の

ような学びをしていったのか振 り返ってみたい。

2子 どもたちの姿から

13年 生でもつ くりたいな1

春休みに,沙 織は3年 生での活動を自分なりに考えな

がら,次 のような目記を書いていた。

ロールパン作 りをしま した。作ったパンはフワフワ

していました。その理由は,卵 と牛乳を 少 しあた

ためてか ら ドライイース トにかけたから発酵がす

すんだ とい うのが理 ゆうです。もう つ すごくこね

たか ら,や わらかいパンになったとい うのも理ゆう

です。学校でもそのことをいかしてパンを作 りたい

なあ,と 思っています。

新学期が始まり,3年 生で楽しみなことや 目標にした

いことを問いかけると,子 どもたちは以下のよ うにそれ

ぞれの希望や願いを語った。

優子:3年 生になって,パ ンづくりが楽 しみです。

敦 了:3年 生 といったらパ ン工場。

智哉:3年 生になって楽 しみなことは,い ろんな味のパ

ンをつ くること。

夏実:3年 生でパンをつ くってだんだん上手になったら

味とかを変えたいです。

沙織:3年 生になってがんば りたいのは,小 麦を石臼で

することです。石臼はもう小学校を卒業した文組

さんのを借 り,そ れでする時は 「ありがとう」と

い う気持ちです りたい。

大基:目 標はパンの名人になること。パン屋 さんは美味

しいパンをつ くれ るから,な りたいと思います。

健太:3年 生になって,今 育てている小麦を小麦粉にし

てパンに入れる。

智代:パ ンづ くりをがんば りたいです。発酵のところを

がんばりたいです。

佳奈:私 は2年 生の時からパ ンをつくっているから,3

年生になってもパ ンづくりをがんばりたいです。

亜紀:パ ンづ くりを2年 生の時よりも中が詰まっていな

いパンをつ くりたい。

友美:美 味 しいパンをつ くって食べたいです。

綾香:2年 生の時より美味しいパンをつ くりたい。

拓也:3年 生になって,パ ンをもっともっとうまくつく

りたいです。
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1冬に勝ったんだよ劃

冬を越 して育てていた小麦も厳 しい冬を越えて背を伸

ばした。緑色を増 した小麦を見た子 どもたちは 「これか

らどん どん伸びていくよ」(優介)「今年こそはたくさん

とってパンをつ くるぞ」(大輔)「病気にならないように

見ていない とね」(圭介)と小麦の生長の様子を話 してい

た。

さらに 「こんなに緑になるなんて冬に勝ったんだよ

ね」「冬,寒 かったけど麦ふみした 『かい』があったよ

ね」「す ごいな麦。本に書いてあったけど,本 当に寒 さ

に強いんだね」 「あれ,白 い花が咲いてる」「小麦の花

だ」と,春 を迎えた小麦の生長を喜びながら,今 後の結

実を期待 していた。

ね」(竜也)「虫や鳥に大事な小麦を食べ られないように

するにはどうした らいいんだろ う」(直人)「この小麦を

粉にするか ら虫が着いても薬を使 うのはいやだな。食べ

るんだか ら」(誠也)「かかしを作ればいいよ。田んぼに

もあるやつ」(大輔)「アブラムシは見つけた ら手でとろ

う。本にも書いてあった」(和輝)「2年 生でもやったよ

うに網をかければ鳥は食べ られないよね。でも広いから

大変」(千 里)「網をたくさん集めよう」(佳奈)と準備を

進めていった。

1いよいよ穂が出てきた,2年 生の時はここか ら先が一

5月 。畑で小麦を見た子どもたちは大きな声で 「小麦

に穂が出てる」 と言った。誠也は 「まだ緑色だけど,こ

れが茶色 くなると麦ができるんだよ。穂の中に粒ができ

ているんだもの」 と話 した。中旬には畑で 「あれ。白い

物が着いている。花だ花」との声が聞かれ 「花の後は実

ができるか ら,い よいよ網 を張 らなきゃ」(佳奈)と鳥対

策の必要性を語った。

そ して,「 これノゲ。ノゲは鳥に食べられないよ うに

あるのかなあ?口 に入れたらチクチクするよ,き っ と

今 日畑に行きました。なんと麦の穂が出ていま した。

外の温度が30℃ もあ りました。なので麦の穂が出て

もおかしくありません。なので鳥やアブラムシに麦

の穂が食べ られないよ うに網をはって,ア ブラムシ

はぐん手でっぶ しました,麦 をちゃんと育てて,ち ゃ

んとしゅうかくしたいです。【優介の 日記】
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13年 生で最初につくった基本のパ ン1

3年 生で最初のパ ンづくりに向けて,了 どもたちは次

のような期待をもっていた。

「今回は,焼 いたその 目にもって帰って,焼 きたてをお

家の方に食べて欲 しい。学校の先生にも配 りたい」「『外

はこんが り中はふっくらフワフワ』のパンは,ま だでき

ていない。クラスみんなで,で きるよ うになるのが,ま

ず最初の 目標」

実際に取 り組んでみると,次 のような気付きが聞か

れ,ク ラス全体で口標のパンができる手応えを感 じ始め

ていたのだろう。

澄夫:気 温(正 しくは室温)がかな り上がってきたので発

酵がうまくいった。

誠也:こ ねあげ温度 も,温 度計で計ったところ30度 を

越えてきた。

圭介:入 れ物のブタがとれそ うだよ。こんなに,こ んな

にふ くらんだよ。すごいでしょう。

竜也:風 船みたい,こ んなにふくらんだの初めて。

剛志:見 てみて,フ ィンガーテス トやるよ,や るよ!き

れいな穴ができた。

智哉:焼 く時も,シ ー トを一二重にしたり,オ ーブンのE

下2段 の場所 を調節 したよ。

そ して,お 家の方からは,次 のような感想が届き,子

どもたちも自信を深めていったのだろ う。

・今回持ち帰ったパ ンの上達に感動 しました。ふくらみ

加減も今まで一番ふっくらしていて,手 でちぎ りなが

ら中のフワフワ感 を目で,手 で,口 で確かめなが らい

ただきました。香 りも甘いやさしい香 りが漂い,表 面

も照 りがついていて見事で した1全 ⊥程を一人でやっ

た とのことで感心しま した。繰 り返 し挑戦してい く姿

に成長を感 じました。みんなすごいですね!休 目に家

でパンを焼いてもらお うか と思います。楽しみです。

・パンづ くり,毎 回楽しみにしているよ うです。回を重

ねる毎に美味しくなってゆきます。また,つ くった後

に自分で反省をしているところが感心します。私が

「学校でつ くったパ ンの方が,中 がかっち り詰まって

いて,市 販のパ ンみたいにフワフワし過ぎていない と

ころが美味しいんだよね」 と占うと 「ママとゴールデ

ンウィークにつ くった時は,モ ル トシロップが無かっ

たか ら,そ のちがいでフワフワ感に差が出るのかな」

と比べて考えています。すごいですね。

1小麦がだんだん実ってきたぞ,と れるのはいつかなあ1

6月 に入 り小麦畑の様 子を見ていると,咲 き終わった

小麦の花が茶色 く変色 していた。いよいよ麦秋の季節が

間近に迫ってきた。小麦は順調に実 り,穂 の粒を見ると

しっか りとふ くらみが感 じられ るようになった。

【子 どもたちの観察記録 より】

畑に行 きま した。小麦の長 さをはか りました。だい

たい長いやっをはかってみたらなんと60cm7㎜ で

した。だいたいの長 さでもこんなにあるなのてすご

いなあ,と 思いま した。60cm7㎜ 以上の長さはど

のぐらいかなあ,と 思いました。風がふ くと小麦が

ザワザワ鳴って,い い音だと思いました。(竜也)

ためしに1粒 とって,の げをとって,か わをむいて

みました。かわいい実が出てきた。色はまだ薄い茶

色でした。黄緑色っぽいの もあ りま した。まだやわ

らかくて,ぐ ちゃっとつぶれちゃ うのもありました。

これが固くなって,茶 色になると収穫できると思い

ます。(梨菜)

1さあいよいよ小麦の収穫だ 長かったなあ1

7刀 に入ると,子 どもたちは小麦畑に通い,収 穫の時

期を見極めようとしていった。

「小麦の様子を確かめようと思って,畑 から粒をとって

きたよ」(優介)「体育館横の畑のは,細 くてまだパ ンパ

ンじゃなくて,お 米の粒のような感 じ。色は茶色だね」

(篤志)「大きな畑の小麦はパンパンにふ くらんで色は体

育館横のより少 し薄いんだよね」(健太)「もう私の通っ

てくる道の横の畑は,み んな麦刈 りが終わったよ」(智

代)「僕たちの畑も,そ ろそろいいん じゃないかなあ」

(大基)

そして夏休み前に麦刈 りをす ると,長 い期間をかけて

栽培 してきた小麦が収穫できた喜びを語 りながら,子 ど

もたちは作業を進めていった。

「いよいよ小麦の収穫。まずは下庭の横の畑からスター

トだよ」(恭子)「刈る人,そ れを運ぶ人 とい うふ うに2

人1組 になるといいよ」(健太)「今年はちゃんととれた

ね。麦刈 りしていると,何 か うれ しいね」(優介)「 どれ

くらいとれるかなあ。 これから粉にしてパンをつくるの

楽 しみ」(拓也)「大きな穂だね。粒が丸々だよ」(千里)

「まとめて持つ と,何 となく重さも感 じるよ」(篤志)

「全部で どの ぐらいになるかなあ。今年はかな りだと思

140StudiesinandonTeacherEducation,Vol.12,2019.6



教師教育研究 第12巻

うよ。次はいよいよ脱穀 と製粉だね」(美樹)「 こんなに

とれて,小 麦粉余 らないかなあ」(誠也)「パンを何度 も

つくれる。それに売ったらどう」(直人)「売っちゃダメ

でしょう。今までの苦労が飛んでいっちゃ うよ。やっと

小麦が とれたんだもん」(優介)

そ して,収 穫を終えた子どもたちは 「こんなにたくさ

ん,リ ヤカーに摘みきれないよ」(大基)「こんなにとれ

ちゃって僕たち困っちゃ うなあ。 どれだけパ ンができち

ゃ うんだよ」(優介)と笑顔で話 していた。

1目標のようにできたパンをバザーで売 りたいなあ1

自分たちが目標 とす るパンができてきたと感 じた子 ど

もたちは,そ のパ ンを学校恒例のバザーで売 り,た くさ

んの人に食べてもらって,そ の評判を聞いてみたい と考

えた。そ して子 どもたちは以下のように話 し合いを進め

ていった。

6■ ■ ■■■■幽 ■■ ■■ ■■齢 幽 ξ嘱 亭潤幽自齢和1

大輔:バ ザーで売 る時には,み んなのパンが同じくらい

美味 しくないとダメなんだよ。

剛志:私 たちが上手にできた,目 標のよ うにできた,と

い うのと売 るってい う時のパンは,レ ベルがちが

うんだと思 う。いくらにするかだってとっても問

題だよ。

健太:丸 山さんがあんパン1個160円 で売ってるんだ。

だか らそれ より安くない とダメでしょう。

優介:丸 山さんがもっと高くパンを売ってくれたら,私

たちも高 くできるけど…。

亜紀:そ れよりパン1個 の生地の量をどれだけにするか

を決めないと値段が決まらないよ。

誠也:そ れより何パ ンにす るの?バ ター ロールでいいか

なあ。

春奈:お 店の名前は 「春組手作 りパン屋」

沙織:売 るものは,こ の前のあんパンのできから考えて

も,や っぱり何回もつくってきて 自信のある 「基

本のパン」がいいよ。

綾香:な るべく同じものを,み んなでつ くるためには,

で考えよう。

智代:だ いたいい くらで売 るか,値 段を決めないと。

篤志:な るべくお釣 りが発生しないようにした方が楽だ

よ。

竜也:50円 。

梨菜:い や100円 。

恭子:10円 なら安いよ。

美樹:み んなは,い ったいどのくらいの大きさのパ ンを

売るつもりでいるの?大 きさによって値段はかわ

るよ。

綾香:お 家の人 と相談 したんだけど,次 のよ うな割 り算

の式を発表 します。 ちゃんと考えないと出てこな

いって 「(材料費)÷(つ くったパンの数)一(パン1

個あた りの値段)で 決めようよ。

1学校のバザーで春組パンを売ろう1

夏休み明け,い よいよ本格的にバサーの準備が始まっ

た。子どもたちは,そ れぞれ どのような役割が必要か考

えていった。

剛志:各 クラスや校内に貼ってもらう宣伝用のチラシを

つくろう。少 しでも多くの人に買ってもらいたい

か ら,よ く分かるようにつくろう。

梨菜:書 き込まない といけないことは何かなあ。期 日や

時間は必ず必要だよね。それに場所も書いておか

ない と迷っちゃ うね。

和輝:い くらなのか,値 段 も書いてない と困る。なるべ

くお釣 りが無いようにして欲 しい しね。

健太:計 算すると丸いパン1個 は50円 で売 りたいね。

大基:じ ゃあ,袋 に2個 セ ッ トにして100円 で売ろ う。

亜紀:な るべ く品質を揃えて,し かも美味しいパ ンをつ

くろう。

優介:そ れにはクラス全体でや ることを分けた分業にし

てつ くればいいんじゃないかなあ。

大輔:や っぱり自分一人で最初から最後まで焼き上げた

いよ。

圭介:じ ゃあ,上 手にできる人に教えてはもらうけれ

ど,や ってもらうことは しないようにすればいい

ん じゃないかなあ。

そしてバザー当日,開 店す るとすぐに人が列をつく

り,パ ンはあっとい う間に売れた。子 どもたちはその様
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子にびっくりし,喜 んでいたが,一 方で,味 はどうだっ

たのか と,パ ンを味わってくれた人の感想を気に してい

た。

集まってきた感想をまとめてい くと,次 のようであっ

た。

・美味 しいのもあったけど,固 いのもあった。

・パサパサだったって。

・中が半生のもあって,と っても食べ られなかったっ

て。

・どうも良 く聞いてみると,パ ンによるバラツキが大き

かった。

・見た 目では良くないのが分か らなかったんだよな。

・ほとん どは美味しかったんだと思 うよ。

・だいたいは良かったけど,中 にダメなのがあると,そ

れで 「春組のパ ンはダメ」って全体について言われち

や うん じやない。

篤志:何 か,石 臼ってかっこいいよなあ。ギザギザがあ

ってさ。

和輝:や っぱり,石 臼は楽 しいよ。粉が出てくるこの瞬

間が良いんだよなあ。

大輔:石 臼が動いちゃ う時には,下 に濡れた雑巾を敷け

ばいいよ。

誠也:軸 が動いちゃう時は,軸 にテープを巻いて少 し太

くするよ。

智哉:一 度石臼でひいて,ま だダメなら何度も何度 もひ

けばいいよね。

1クラスの活動を春組の歌にして伝えよ う1

1春組製粉所が動き始めるよ1

9月 に入 り,子 どもたちは,い よいよ自分たちが収穫

した小麦を粉にして,そ の粉でのパンづ くりを行 う準備

に入っていた。製粉を行 うためには,ま ず穂から小麦の

粒 を取 り出さないといけない。この過程は,子 どもたち

にとっても初めての経験であった。直に穂を手に した子

どもたちか らは,次 のような気付きが聞かれた。

誠也:小 麦の粒をノゲから取 り出すよ。

優介:ど うやったらどんどん取 り出せるかなあ。

亜紀:1粒 ずつやってたらとても終わらないよ。

竜也:箱 に入れて手袋でゴシゴシとかき混ぜ る方法がい

いん じゃないかなあ。

そ して,小 麦の粒を取 り出した子 どもたちは,ま ず,

自分な りの方法で製粉 を始めていった。

子 どもたちは,今 年 も音楽会で,自 分たちの活動内容

を全校に伝えたい と考えた。そして,ク ラス替えを控

え,こ の仲間で曲をつ くるのも最後だ と考えた。そし

て,今 年の 自分たちの活動を表現するとすれば,小 麦栽

培 とパンづ くりの2つ の内容が必要だ と考えた。
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音楽会を終えた子 どもたちは,次 のよ うに白分たちの活

動を振 り返 りながら,見 返 しを行っていった。

今 日,1時 問目から4時 間 目まで音楽会があ りま した。

今年の音楽会で春組のみんなで歌 うのが最後で した。私

たちが歌 う番は6番 目でした。だから,け っこう早いの

できんちょうしました。だけど,大 きな声で歌えた し,

笑顔で歌えたと思います。それが本当にできていたか,

お母さんに聞いたら,「みんなが歌ってたか ら,大 きい

声で歌えたか分からないけど,笑 顔で歌えてたよ」 と言

っていたので,良 かった し,み んなと歌えて良かったで

す。そ して,み んなも楽 しく歌えたと思 うし,私 も楽 し

く歌えたのも良かったと思いま した。低学年最後のま と

めもしっかりできたと思 うし,春 組みんなと歌 う最後の

まとめもしっかりできて良かったです。【千里の目記】

1目 音楽会がありました。 自分は,春 組で歌った歌 と3

年生は じめてのリコーダーの感想は,歌 う方は大きな声

でお家の人まで届いたぐらいの声で歌えて うれしかった

です。 リコーダーはきれいな音色で3年 生初めてなの

に,初 めて じゃないぐらいきれいな音でふけて楽 しかっ

たです。歌で3年 生でオ リジナルの曲は最後で,春 組の

クラスで歌 うのも最後だったか ら,大 きな声で歌お うと

思って歌ったから大きな声で歌えて良かったです。

【亜紀の 目記】

1春紅製粉所本格稼働 中1

小麦の製粉を続けていくと,子 どもたちから様々な気

付きが生まれてきた。1年 生の時,市 販の小麦の粒を使

っていった製粉作業 と比較 しながら,新 たな発見を して

いるようであった。

澄夫:ふ るいでふるってもいいよね。粉にすると本当に

少なくなるね。

智代:小 麦粉サラサラ,柔 軟剤みたい。

優介:も っ と網の細かいふ るいが必要だなあ。そ うしな

いと粉がブツブツになっちゃう。

美樹:見 てみて,真 っ白サラサラだよ。

直人:す ごいね,お 店の小麦粉みたい。

梨菜:す り鉢でやる時は,一 度にあまりたくさん粒を入

れちゃあだめ。少 しずつや らないと。

健太:全 粒粉の状態でそのままパンに入れるとパ ンがい

つもより固くなるから気をつけないといけないっ

て書いてあったよ。

恭子:そ れにノゲの部分や皮が入 るとまずいから,き れ

いにとらないとね。

大基:は か りで重 さ量ってみよう。

拓也:か な りの量だと思 うんだよね。

優介:今 までは,1回 のパ ンづくりで強力粉を90g使 っ

ていたか らね。

智哉:90gあ れば1回 できるってことでしょう。1回 で

パンは4個 か5個 できるもんね。何回できるかな

あ。3回 か4回 はや りたいなあ。あれ,そ れには

小麦粉 どれだけいるんだ。

剛志:パ ンそのものの味を確かめたいから,い つもの

「基本のパン」をつ くろう。

1自分たちで粉にした全粒粉でパンを焼 こう1

11刀 に自分たちが製粉 した小麦粉(全粒粉)を使って,

初めてのパンづ くりを行った。子どもたちは,生 地を練

ると 「ゴマが入っているみたい。 この生地,茶 色いよ」

(亜紀)「いつものようにまとまらない。何か変だよ」(優

介)と,殻 やゴミが入っていたせいか感触や見た目のいつ

もとのちがいを感 じているようだった。焼き上がったパ

ンを食べ 「何これ,ま ずい」(誠也)「ジャリジャリして

いる。砂が入っているみたい」(拓也)と感想をもった子

どもたちは,事 前に丁寧にゴミや殻を取 り除いた りし

た。ひいた粉を目の細かいふるいに何度もかけ 「見てみ

て,こ んなに真っ白。買った小麦粉みたいでしょう」(沙
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織)と きれいに精製 された小麦粉を互いに見せ合ってい

た。

初めての自分たちの小麦粉でつ くるパ ンは,材 料を

全部混ぜて,板 に置いた時すごい黒かったので,ふ

るいでふるうのは3回 ぐらいやんなきゃだ,と 思い

ました。 【学級 日記 より】

初めて全粒粉でつ くったパンについて,お 家の方の感

想 も含めて振 り返ってみると,次 のよ うな意見が出てき

た。

綾香:丁 度いい具合に歯ごたえがあって,香 ば しく,全

粒粉の良さがでていた。

剛志:固 くてボロボロしている。ジャリジャリしていて

呂:い。

亜紀:殻 やゴミ,中 には砂のような物まで入っていた。

だからまずかった。もうい らないと占われた。

圭介:全 粒粉の仕上が り具合が,人 によってちがってい

たんだよ。それがパンの仕Eが りにつながってい

たんだと思 うよ。

澄夫:「食べる人のことをもっと考えて小麦粉をつ くっ

た方がいいね」とお家の方に言われた。

健太:全 粒粉の場合,砂 糖や塩の加減。生地の仕上げ具

合が,や っぱ り買った小麦粉の場合 とは少 しちが

っているんだよね。

1全粒粉には全粒粉にあったパンがあるん じゃない1

12月,2回 目のパンづ くりを行った。 子どもたちは,

調べてきたことをもとにして,事 前に今回のパンのつ く

り方について話 し合った。

竜也:こ の前 と同じことしてもダメなんだよ。

和輝:と にかく,し っか りしっか り白くなっている粉だ

けを使 うんだよ。 白い粉で試 してみないと意味が

無いから。

千里:全 粒粉だけだとどうしてもパンが固めになるんだ

よね。

美樹:売 っている強力粉と半分半分にしてみたらどうか

なあ。そ うい うパンもあるんだって占ってたよ。

45gず つ混ぜればいいんだね。

沙織:私 は砂糖の量をいつもと変えてみる。味を調節 し

たいから。

篤志:ふ くらむカを強くするために,前 よりドライイー

ス トを増やす といいんだって。

健太:よ くふ くらむ ように,混 ぜ る時,40℃ のお湯 をド

ライイース トに直接かけて,よ り働かせ るように

するといいって聞いてきたよ。

そして,子 どもたちは 「今度は前より白いし,生 地も

こねていてザラザラしないよ」(綾香)と,思 ったよ うな

生地になっているとを喜んでいたが,焼 き上がったパン

を食べてみると 「前よりはザラザラしないね」(剛志)

「前よりふ くらんだよね」(澄夫)「でも,買 った小麦粉

でつくった時は,も っともっとフワフワで上手にできて

いたのに」(千[艮)という感想が出てきた。翌 日,パ ンを

家族に食べてもらった竜也が 「全粒粉で本当に今までの

よ うなパンができるのかなあ。お家の人は全粒粉には全

粒粉にあったパンがあるんじゃない,っ て言っていた

よ」と子どもたちに話 した。 この竜也の話をきっかけ

に,子 どもたちは全粒粉を利用 したパンのつ くり方につ

いて調べ始めていった。

1全粒粉の特徴をいか した春組パンをつくろう1

子 どもたちは2回 のパ ンづくりを振 り返 り,何 故こん

な味になって しまったのか考えた。

澄夫:ジ ャリジャリ感はだいぶなくなったって言われた

よ。

春奈:味 が しないって。

智代:私 は しょっぱいって占われた。

亜紀:お 兄ちゃんに,は っき り言って,買 った粉の方が

美味しいって言われた。正直シ ョックだ った。

佳奈:原 因 としては粉が全粒粉になったことしか考えら

れないよ。

夏実:で も,す ごくす ごくきれいな全粒粉にしたら,買

った小麦粉を使った時のようになるのかなあ。

大基:本 当のパン屋 さんがつくるパンに全粒粉だけを使

ったパンって,あ るの?

拓也:全 粒粉で,今 までつ くってきたバター ロールのよ

うなやわ らかいパ ンが本当にできるの?

和輝:丸 山さんは,普 通,全 粒粉だけでパンはつくらな

いって言ってたよ。

千里:全 粒粉を今までのように使 って,今 までと同じ方

法でつ くれば,ふ くらまない し,固 くなるに決ま

ってるん じゃない。

沙織:全 粒粉の特徴をいかしたパンづ くりについて調べ

てみない と。

綾香:私 たち,ま た前みたいに,良 く分からないでやっ

てるん じゃない。
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美樹:私 たちの粒や粉は,も う残 り少ないんだか ら,何

度もやって,ま た失敗ってわけにいかないよ。

そ して,次 のようなパンづくりの方法について調べ,

クラスに紹介 していった。

「全粒粉プチパン」…全粒粉45gに 強力粉を115gも 加

える。卵やスキムミル ク,モ ル トシロップは使わない。

そのかわ り,ド ライイース トは多めになる。表面も少 し

ツブツブ していて,見 た口は 」度 昨年度の6年 文組さん

が配って くれたパ ンのよう。

「シンプルな全粒粉パ ン」…全粒粉だけでチャレンジ。

発酵時間も短めで,ベ ンチタイムも無い。少 し高めの

200℃ で焼 く。

これ らの説明を聞いた子どもたちは,全 粒粉にあった

パンの製法について考えていった。

優介:や っぱり全粒粉にあったつ くり方があるんだよ

ね。

美樹:売 っている普通の小麦粉と混ぜてつくるパンが多

いね。

竜也:食 パンのつ くり方が参考になるみたいだね。

誠也:や っぱり全粒粉だけだと苦 しいよね。

直人:買 った小麦粉を混ぜ る方法がほとんどだもんね。

沙織:私 は,や っぱ りふっくらのパンがいいから買った

強力粉を混ぜ る方法にする。

和輝:そ れもいいと思 うんだけど,僕 はせっかくだか

ら,こ の固いパ ンにしてみたい。 自分たちの小麦

粉だけでできたパンっていうのもいいで しょう。

澄夫:全 粒粉だけにす ると,発 酵 とか難 しいんだよね。

生地の感 じも今まで とちがうしね。

そ して,最 終的に全粒粉の特徴をいかしたパンとして

「全粒粉プチパン」「全粒粉 ロールパン」「フランスパン

風田舎パン」の3つ の方法に絞 り込んで,そ れぞれが試

してみることになった。

3自 分たちの小麦粉である"全 粒粉"の 特徴をいかし

たパンづ くりでの優介の姿より

自分たちで栽培 し,収 穫 して製粉 した小麦粉 を使って

のパンづ くりにおいて,子 どもたちはどのように自分な

りの追究を進め,そ して3年 間の活動を振 り返っていっ

たのか,優 介のレシピへの記人内容を追ってまとめてみ

たい。

1自分たちの小麦粉でつくる最初のパンづくり1

【口標】

・自分たちの粉でつ くるパ ンづくりがさいしょだから

がんば りたい。

【気をつけること】

・いつもとちが う粉だから,生 地をまとめるときにか

ためるようにまとめる。

※優介は,そ れまで使っていた市販の小麦粉 とのちがい

を意識 してはいるが,今 まで同じ基本のパンのつくり

方で取 り組んでみ ようと見通しを立てていた。

【食べてみての 自分の感想】

・ザラザラしていて,ノ ゲが特に口の中に残 り,味 も

悪かった。

【お母さんより】

・かたい し,口 の中に小麦粉のかすが残ったが,そ ぼ

くな味はおい しかった。

※自分たちの小麦粉(全粒粉)でつくったパンの出来上が

り具合は,優 介の期待を大きく裏切るものだったよう

である。

1自分たちの粉でつくる2回 目のパンづくり1

【口標】

・1回 口で粉に原因があると分かったから,も っとき

れいな粉にしたから,そ の粉でノゲとかが無いパン

をつくる。

【気をつけること】

・生地をきちん とまとめてつくる。

※前回の反省か ら,粉 のちがいによって生 じているであ

ろ う,生 地のでき具合のちがいに気付き,よ りふっく

らとふくらんだパンにす るために,生 地づ くりでの注

意点を記 している。

【自分の感想】

・前よりはカラも麦粒のかす も少なかったし,シ ャリ

シャリ感も少なくなっていた。でもまだ完成にはな

らない と思った。

【お父さんお母 さんの感想】

・前回よりは味も良かったし,上 手にできたと思 う。

でも,食 べた後,口 の中に砂が残っている感 じが気

になった。

【次にいか したいこと】

・感想 にもあるように 「口の中に砂が残っているよう

な感 じがする」 とい う感想から,も うちょっと粉を

ふるって,全 粒粉の特 ちょうを考えて,今 度は口の
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中に砂みたいな物が残 らないパンをつくりたいで

す。

※前回 とちがい,優 介は自らレシピにこの項 口をつ く

り,次 回への見通 しをもっているよ うである。小麦粉

の製法に気をつけて次回を迎えたいと見通しをもって

いる。

そ して,優 介は3回 目に向けて小麦粉づくりを行い,

自分の持っていた全ての小麦の粒を粉にして,自 分の力

によって行った小麦粉づくりを振 り返っている。

最後の粉づくりをふ りかえって 優介

粉づ くりは,と ても大変で した。石 うすはとても重 く,

回すのにとても時間がかかりました。でも,す れた後

はたくさんの粉がつ くれました。とてもうれ しかった

です。コー ヒーミルでも,粉 がたくさんでき,す ごか

ったです。ふる うと,た くさんの粉が落ちて,粉 がす

ごくたま りました。きめの細かい茶 こしでは,た くさ

んの粉は一気にふるえなかったけど,粉の中に入って

いるカラまできれいに取 りのぞけま した。茶こしは,

こんなにきれいにふるえるんだ,と い うことが分かっ

てよかったです。自分で粉にするのはとてもすごかっ

たけど,と ても勉強になりました。

0と じ目を上にして親指で軽 くつぶ してガスぬきを し,

もう一度丸め直す。 この時,生 地の表而 を前と同 じ

ように しっか りはらせて丸めてか ら,う らがわをとじ

る。

※ふっくらとふ くらませ るために,発 酵前の生地の成形

に気 をつけ,発 酵で生 じたガスが,外 に漏れないよう

に,し っか りと生地をふくらませるように気をつけて

いるようである。

1最後のパ ンづくり 全粒粉プチパ ン1

※優介は,全 粒粉の特徴 をいか したパンの製法を調べ,
"全粒粉プチパン"に たどり着いた

。そしてその製法を

まとめ,今 までの基本のパンとのちがいを,次 のように

レシピに記 している。

0材 料 として,市 販の強力粉と自分たちのつくった全粒

粉を混ぜて使用す る。事前によく混ぜておく。

0ぬ るま湯をイース トに向けて注ぎ,ダ マにならないよ

うに素 早く混ぜ る。

○発酵は40℃ で約20分 間。

0生 地の表面を軽 くひっぱ りうらへ持っていくようにし

て しっかり表面をは り,丸 める。これを3,4回 くり

かえす。

0生 地の うらをしっか りつまんで とじて,と じを下にし

てまな板の上に並べる。

0生 地にかたくしぼったぬれふきんをかけて15分 ほど

室温において休ませ る(ベンチタイム)

【目標】

・全粒粉の とくちょうをいかしてつ くりたい。

【気をつけること】

・前の反省をいかしてつ くりたいです。

【生地をこねてわかったこと】

・すごくだん力があり,バ ターロールよりす ぐまとま

り,べ たべたにならなかった し,こ ね終 わ りの

温度はいつもより少 し高かった。パンによってちが

うものもあるんだなあ,と 思いま した。

※調理の後,優 介はこの項 目をレシピにつ くり,白 分が

感 じた全粒粉でのパ ンづくりの特徴についてまとめて

いる。自分なりに,全 粒粉の特徴をいかしてつ くるこ

とができた手応えを感 じていたのではないか。

【食べてもらった感想】

・元教頭先生

春組の味がする。春組のがんばってきた味がす る。

・お母さん

砂っぽさがなくなり,全 粒粉の味がいかされたパン

だった。 とっても美味しかったです。

・自分

パンづ くりをやってよかったと思います。す ごく精

製 して,砂 っぽさもなくなったのでおいしくできた

のでよかったです。

【思ったこと】

・最後のパンだったし,自 分でもこんなうまくつくれ

て本当にうれ しかった。生地を丸める時 はぐち

ゃぐちゃになるかな,と 思ったけど,ぐ ちゃぐちゃ

にな らず,発 酵 もうまくふくらんだ し,焼 き色も最

初は卵をぬ らないからだい じょうぶか心配だったけ

ど,卵 をぬ らなくてもだい じょうぶだったのでよか

ったです。

※従来のレシピは,自 分の感想や,次 回こんなことを工

夫 したい,と いった内容で終わっていた。 しかし,今

回優介はさらに次のように書き足 した。
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以 ドの部分を,優 介が語ったいきさっ と捉えたい。

【3年間のふ りかえり】

最初はよもぎ団子づ くりから始まって,は じめは全然ダメ

でお団子によもぎをのせただけのが,ク ッキー,パ ンと苦

労を重ねて,積 み重ねてきた結果が,自 分の心といっしょ

になったから,こ んなパンになったんだ と思います。本当

にこの活動をやっていてよか ったです。またきかいがあ

ったら,み んなでまたパンづくりをしたいです。この口ひ

ょうで本 当によかったです。

の取 り組みの姿や,そ の時々に発 していた言葉を思い返

していたようである。そして,「00さ んの言 う 『この

口標』って,も う少 し詳 しく教 えてくれない」 と,尋 ね

たくなった気持ちを抑えることが出来ず,も しかすると

この場では授業者 として適切ではないかもしれないこの

質問を,せ ずには居 られなかったようであった。

1自 らの学びのいきさつを語 ることで

43年 間を振 り返って

3年 間にわたって取 り組んできた小麦は,様 々に手を

加 えることによって,子 どもたちにとって魅力ある食べ

物になっていく素材である。この1年 間,子 どもたちは

小麦を育ててい くなかで病気や虫 ・鳥の害などの問題に

出会った。刈 り取 り,脱 穀 製粉など初めての経験もし

た。このような困難にぶつか りながらも,自 分たちで育

て,製 粉 し,そ れを使って食べ物をつ くっていくことを

通 して,自 分たちの夢 を自分たちで実規できた喜びを味

わっただろう。また教師は,互 いに協力 し合って学習す

る良さに気付いたり,こ の経験をこれからの自分たちの

活動にいかしたりしていって欲 しい と考えた。春組の子

どもたちは,小 麦を白分たちでつ くって加工して食べた

いとい う願いに支えられて,材 との関わ りを深めていく

なかで,自 分たちのやったことを振 り返 り,見 通 しをも

って活動できるようになってきた と教師は思っている。

皿.お わりに

最後のパンづ くりで,焼 きEが ったパンを頬張 りなが

ら友との輪の中,笑 顔で語る彼 の姿がそこにはあった。

勿論,教 師の方から 「振 り返 りをしましょう」といった

問いかけがあったわけではない。思わず,湧 き出るよう

に彼が語った 古 であった。

この時,周 りの子 どもたちは,彼 が苦労を重ねた,と

表現 した当時の様子を,と もに学んだ者 として思い川

し,同 じように自分 も苦労 した様子を語っていく。そ し

て友もまた,自 らの学びのいきさつを語 り始めていった

のである。

傍 らに座る教師は,大 人か ら見ると決 して上手に出来

ているとは思えなかったこともあった,こ の三年間の彼

このように考えてくると,私 たち教師が,口 々接 して

いる子どもたちは,

・学ぶ対象 となってい るもの
,ひ と,こ との もつ魅 力

・自らの失敗や苦労 ,困 難 を乗 り越えた姿,

・取 り組んだ活動のもつ意味

・さらなる願いや今後の見通しにかかわる出来事

等にふれて,自 らの学びのいきさつを表現 しているよ

うである。

このことは,言 い換えると,子 ども自らが学びのいき

さっを語 りなが ら,そ の学びの道筋を自らたどり直して

いる,と も言えるのではないだろうか。

子 どもが,あ ふれるように語った り書いたりした言葉

には,そ の子 どもの内が表れている,と 考えたい。 しか

し残念なが らそれは,そ の子 どもの一部分に過ぎないと

考えるのが妥当だ と思われ る。

そこで私たちは,子 どもたちが語るいきさつが,ど の

よ うなことにふれ られているのかなどに注 目すること

で,子 どもたち白身がどんな出来事に着 目して,白 らの

学びの道筋をた どり直 しているのかが見えてくる。そこ

から,私 たち教師 白身 も,い きさつを語るなかで子ども

がふれている川来事にかかわる事柄 を,一 つひとつ丁寧

にたどり直 してみることで,わ ずかでも本当の子 どもの

内が見えて くるような気がしている。

2あ る実践者の言葉 より

伊那小学校の大先輩であ り,昭 和五十四年度から五十

六年度まで研究主任を務められた大槻武治先生は,次 の

よ うな文章を綴 られた。 この文章は今でも,伊 那小学校

に勤務する,ま た勤務 した我々教師達の心の中に,脈 々
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と受け継がれていると私は信 じている。 護者からその掲載の許可を得ていますが,他 への転用は禁

じます。

『未完の姿で完結 している』

ああでなければならない

こうでなければならないと

いろいろに思いめぐらしなが ら子 どもを見るとき

子 どもはじつに不完全なものであり

鍛えて一人前にしなければならないもののようである

いろいろなとらわれを棄て

柔 らかな心で子 どもをよく見るとき

その しぐさのひ とつひとつが じつにおもしろく

は じける生命のあか しとして 目に映ってくる

「生 きた い,生 きたい」 と占い

「伸びたい,伸 びたい」と全身で言いながら

子 どもは今そこに未完の姿で完結 している

子 どもたちが,自 らの学びのいきさつを語るとき,そ

の姿は,言 葉 と向き合い,対 象 と向き合い,そ して 自分

自身と向き合っているようである。そこに私たち教師

は,自 らを高めようと懸命 に生きる子どもたちを見るこ

とが出来る。私は,伊 那小学校において 「子 どもは 自ら

求め,自 ら決め出し,自 ら動き出す存在である」とい う

子ども観を学ぶ ことができた。

さらに今回,自 らの学びのいきさつを語る伊那小学校

の子どもたちの姿からは 「子どもは常に自分に問いか

け,よ りよい自分を探 し続 ける存在である」とい うこと

もできるのではないか,と 考えた。

それは,先 輩が 「『伸びたい,伸 びたい と』全身で言

いなが ら,子 どもは今そこに未完の姿で完結 している」

と言ったことに繋がっているように思 う。

今後も,私 は子どもたちの言葉や姿を真摯に受け止め,

子どもの内に迫る努力 を続 けていきたい。

なお,実 践事例のなかで取り上げられている児童名は全

て仮名です。また,使 用している児童の写真について,保
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